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　繊維の競合とは需うまでもなくあらゆる繊維閥におけ

る競含であって必ずしも人造繊維の天然繊維への攻繋と

いう一部而のみ指称しているものでは勿論ない。ただこ

の一部面がその最も典型的な現象だと暫うに過ぎない。1）

家本秀太郎

1　も　ん　だ　い

　自由主義経済が行われているかぎり，あらゆる商贔は常に競争関係にある。繊維もそ

の例外ではない。しかもこの競争こそ，繊維の品質の向上と価格の低下をもたらし，繊

維を通し経済発展の素地をもつくる圧力ともなる。繊維間の競争は古くから行われてき

ており，人造繊維（man－made舳re）が1娼現tしたから天然繊維（natura1飾re）のイ申び

悩みとなったというだけでなく，それ以前に天然繊維それ自体の熊漉あるいは需要構造

の申で競争関係は存在していたのである。

　いま，繊維競合の聞題を経済政策の観点から取りあげるとき，何が重要だろうか。そ

れは「国民経済における衣料生活水準の進展につれて各種繊維が鑑的にどのような調和

を保ちながら発展していく」2）かのあり方を究明することが緊急不可欠な問題であると

考えられる。

　一般に，経済政策の漏的は，公共の福祉を増進することであり，公共の福祉を増進す

る手段として，生産のための経済的諸資源の利用効率を高め，福祉増進の内容として，

生産された所得の分配を公正の理想に近づけようとするものである。3）しkがって，繊

維競合の問題を考える際にも，この経済政策の目的を十分にふまえて，繊維間の生塵一

需要の調和を究明して，公共の福祉の増進の一一一・ca一のひとっとなるような繊維経済政策の

方向を打ち出していくことが最も大切である。

　しばしば「繊維産業政策の目的は，産業構造政策，通商政策，中小企業政策，立地政

策，技術開発政策など他の諸政策との連携の下にはじめて有効に達成しうるものである

ことはいうまでもない。」4）といわれる。繊維競合を考察するにもたしかに，tのような

＊本稿は「昭和60年度日本経済政策学会第42厘1大会（於日本大学経済掌部，昭和60年5月26日）」に

　おいての研究報告に加筆したものである。

1）家本秀太郎「繊維競合の間題」（r荊炉大学経済学研究，年報3』，1956，P．5．）

2）家本秀太郎「繊維競合と日本繊維産業」（『神戸大学経済学研究，年報5』，1958，p，107。）

3）辻村江太郎『経済政策論』筑摩書房，1977，p．10，

4）通商産業霜・繊維工業審議会・産業構造審議会編『今後の繊維産業のあり方について（中間と

　りまとめ）ロセーユー興業株式会社，1983，p，99．
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考え方で，諸政策との関連からみるべきであるが，本稿では，品質政策，価格政策，利

潤政策との関係を重点において，繊維競合が，このような政策観点から考察して，どの

ような意、義があるかを考察していくこととする。

　この研罪の場合線型計画（linear　programming）の方法を援用することの効用を述

べることからはじめる。というのは，　「ひとしく洋服生地においてもさまざまな衣料要

求体系のものが考えられ，それぞれにっいて費用最低（もしくは利潤最大一筆潜附加一）

のものを求むれば，そこに一つの最後的な繊維競合の組合せが各衣料要求毎に一つづつ

決定するであろう。この間の内面構造は従来われわれが示してきた線型計噸方式と何等

変るところがない。」5）といわれているからである。単純な仮設例：を用いて線型計画方武

の繊維競含問題を解く鍵を求めようとする示唆を与えていくこととする。もう一つの他

の「もんだい」は，繊維競合の現状を素描して，前渚の線型計画方式による結果とを合

わせて，これらの経済政策的意義を考究してみることにする。

2　繊維競合と線型計画法

　ある衣料品を作る場禽，当然天然繊維と人造繊維の組禽せが考えられる。ある衣料陥

作製のためには天然繊維ばかりのこともあれば，人造繊維の方が天然繊維よりウli・イト

が大きい場合もある。こうした衣料品生産の段階において，原材料として用いられる比

率に応じて，あるときは天然繊維が人造繊維を負かす，あるときはその逆の場禽もあり

うる。したがって，繊維競合の状況は，天然繊維と人造繊維との組合せによる内容によ

って察知することができる。このようなことが線型計画法の考え方にほぼ適合すること

は，既に家本秀太郎氏（故人）が深く考えておられている。具体的には次のような考え

方であって，そのままここに掲げる。

　たとえば，綿と合成繊維を適当に配合して，一定の要求にかなう表料品生地を作ると

仮定する。

　綿の所要量をκ1，禽成繊維の所要量をκ2とし，この衣料品生地が満すべき保温性，

ファッション性の最低限をそれぞれA，，A2とする。もしこの両繊維1ポンド簸が保温

性およびファヅション性を満す性能（merit）を，それぞれ，綿についてはαu，　aab脅

成繊維についてはaエ2，a22とし，綿，合成繊維の1ポンド蚤の価格をそれぞれカi，カ2，

総費用をCとすれば，次のような一連の方程式が成立する。

　　　　　　　　　　　　　雛雛気｝……・…一……一・一…（・・）

o＝＝メ）iXl十P2x2　　　　　－・…　一一・脾…　鱒四。…　鎚・・騨・・・…　（02）

　衣料品生産をなすには，両繊維組合わせて一定量（たとえば4ヤードとか）だけ必要

である。そこで，いまこの一定量をMとすれば，次式が成立する。

xエ十x2＝＝ノレf　　－・鱒・・一…　鱒・・鱒。・・…　。鱒一・・・・・…　鱒…　（03）

5）寒本秀太郎「前掲論文」（r神戸大学経済学研究，年報5』1958，p．112．）
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　（01）および（03）という両式の条件を満たす，あらゆるXlおよびx，の組合せのうち，

費用最低のもの，すなわち

　　　　　　　　　　　　　PIX1十P2×2＝：minimum！

を可能ならしめるもの，これが求むる繊維競合を決驚せしめる組合せであるQ6）ここで

最も問題となるのは，保温性やファッション性の計最化であるが，計量可能なものとし

て前提しなければ，この繊維競合の問題は解けない。

　そこで・たとえば・綿（cotton）・毛（woo1），人造繊維をとりあげ，この3種類の繊

維材料によって，A，　B，　Cという繊維製晶を生座する殻適計画をたてようという問題

を考えよう・この場合・A・チャーンズ（A・Charnes），W．W．クーパー一（W．W，　Cooper）

およびA・ヘソダーソン（A・Henderson）の共著『リ＝ヤープログラミング入門』（An

Introduction　to　Linear　Programming．　New　York，　Jolm　Wiley＆Solls，　Inc．，

London・Chapman＆Hall・Limited，1953，）存こ描かれている数字例そのま寂を借りて

考察していこう。

（1）繊維製品の原料の制限条件

　原料である綿をC，毛をW，人造繊維をM，3種類の繊維製品を遜，B，ヱ）で示し，，

それぞれの繊維製品についての原料の制限条件は第1衷のとおりと仮定する。

第1蓑　繊維製品蛋魔のIIUt限象件と販売価格

＿　　　→’＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　一巡墨三一ド当轡惑ンh＿⊇一．一繊糊製副規　　格　販煎格
　　　A　I幾雛磯％以下「訂セ汀

一B @殴籔灘鑛髪以下「・・imdeD　I制限な・，　1　・・
注）A．Charnes，　W，　W。　Cooper　and　A．　Henderson：肋lntroductian’o
Linear　Pグogramming．　New　York．　John　Wiley＆Sons，　Inc，，　London．

　Chaprnan＆Ha11，　Limited，1953，　p．2．参照。

　ここで，綿を含むノ1製品をAc・人造繊維を含む・4製品をAM，綿を含む8製品をBc，

人造繊維を含む・8製品をβMで示すと，第1表の制限条件は次のように定式化できる。

過σ≧⊥孟

　　　2

ん≦÷A

B・≧÷B

BM≦÷B

（1）

6）家本秀太郎「前掲論文」（『神戸大学経済学研究，年報5』，1958，p，113，参照。
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　　　　　ただし　Ac　－F　AM十Aw　・＝　A　（∠4｝ダは毛を含むA製品）

　　　　　　　　　Bc十BM十Bm＝B　（Bvvは毛を含むA製品）

したがって，（1）式は次式のようにもなる。

孟・≧÷（Ac＋AM＋Aw）

砺≦÷（Ac＋砺禍の

Bc≧÷（B・＋BM＋B・・）

恥≦÷（Bc＋BM＋B・v）

　必要な揚合にはマイナス1を両辺に掛けて，すべて不等号の向きを揃えると，（1）式は

次のように簡単に書き直すことができる。

一÷ん＋÷砺＋÷砺≦・

一÷Ac＋÷AM＋÷A・≦・

一÷B・＋÷BM＋÷Bw≦・

一÷B・＋÷βr÷飾≦・

（2）

　（2）繊維原料の供給澱の制限条件

　次に，繊維製造業者が使用できる各種原料の供給蚤についてそれぞれの制限条件と，

各原料の価格を第2蓑のように仮定する。

第2袋　繊維原料の供給量の制限条件と価格

原　　料供給肋糀麟腿罪）価格（1ポ・・当り・ン・）

・（綿）1　…ポソ『　　65セント
rv（毛）1　　…　　　1　　25
一M（人造騨羽　　・・　1　35
合　計　1　　26。　　［

注）A．Charnes，　W．　W．　Cooper　and　A．　HendersQn：ibid．，　p。3．参照。

第2衷の制限条件を数式にてまとめると，次のようになる。
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　　　　　　　　　識競製撫

　もし，すべての繊維原料の投入量の合計にっいてだけの制限があると解釈すれば，次

の一っの制限式に（3）式は蹟き孟奥えられる。

　　　　　　Ac十Bc十1）c十Aw十Bw十Dw十丑M十B～冴十DM三≦260

　（3）記号の変換

　これまで使用してきたAc，　Bc，　Dc，　Aw，　Bva，　Drv，　AM，　BM，1）湿を，　M・K・

ウッド（M．K．　Wood）やG，　B．ダソチッヒ（G，　B．　Dantzig）が考えだしたと思われる，

リニアープログラミングで一般に用いられていゐ認母法に変換しょう。繊維製品Aに

入る綿（C）の量をλt，Bに入る綿（C）の量を24，　Aに入る毛（T｝V）の彙をえ2，などと

して，これらの記母を用いて，（2）式と（3）式とを組合わせると，次の第3褒と連立不等

式が滋かれる。

第3表　一般の議1・母による繊維製品と原料との述関表

＼詰四t 繊　　　維　　　原　　　料

・・p＼　綿（・）i毛（の瞳繊維（M）

繊

魏　BI　・・　「…τ1　・・
晶

A［　21　1　2a　i　2・

DI　a7　1　Re　l　2D
注）A．Charnes，　W，　W．　Coopeロand　A．　Hender＄on：ibid．，　p．5．参照。

．．⊥λ1＋ユ．λ，＋⊥2、≦0

　2　　　2　　　2

÷λ1＋÷・・一÷・・≦・

一÷え4　＋÷λ5　＋÷え6≦≦二〇

一÷a・＋÷え・一÷え・≦・

　　λ1＋2e＋λ7≦100

　　λ2十λ5十λ8≦100

　　え＄→－26十λ9≦三60

（4）

　この（4）式の場合，経済的に意味のある解を鱒き出すために必要な制限条件を加えて

おく。（4）式をみたす解であって，もしその解で，いくつかの変数がマイナスの値をと



6　　　　　　　　　　　　　　富坂正治

るならば，その解は許容できないものとすべきである。許容できる解の集合について，

次のような制限条件を設けておけば，負の生産（たとえば，アウトプットからインプッ

トへの変換）が行われる可能性を排除することができる。すなわち非魚性の制陶よ次の

とおりである。

2i≧≧0　（i＝1，　・・・…　曾・・唖9・…　，　9）　　（5）

　さて・逮立不等式（4）は，各式に新しい非負の未知数，これをスラック変数（slack

variables）というがこのスラヅク変数を導入することによって，次の同等な連立方程式

に書き換えることができる。

　　1　　　　1　　　　1
－一一
r一λ，｝トTえ2mトー「含一一λ，咀トRiO＝＝o

－÷nl＋÷λ・一÷λ・…F・2，エ・：・

　3　　　　1　　　　1
一τλ・＋τλ1＋τ2・－1”　212　＝一　0

　1　　　　1　　　　1
「rλ・＋「互『えドTλ・＋21・＝o

　　λt十λ4十λ7十λ14＝100

λ2十λs十λ8十λlst・100

23十26一トλ9十2エe　＝60

（6）

　ここでのスラック変数λi（i＝10，11，……，16）は，指定された条件が必要以上にみ

たされたこと，あるいは繊維原料の供給能力が完全に利用されていないことを表わす。

　（4）目的関数の設定

　第1表と第2表に記された価格と，第3蓑の一一覧表から，次の目的関数（objective

function）である利潤関数（profit　function）zが得られる。当然のことではあるが，

利潤Zを決定するためには，繊維製品の「総売上額瓢総収入」から繊維原料による総費

用を控除しなければならない。

総収入＝50（λ1一トλ2十ス3）十35（2，十λs十2s）十25（λ7十λ，十え9）

　　　　　　　　　　　　A製品の販売による収入　B製晶の販売による収入D製晶の販売による収入

総費用＝65（21十X4十27）十25（22十X，十28）十35（え3十え，十29）

　　　　fU－一！　　－　　s＿一一一一h．”一一一一一M！
　　　　綿（σ）による費用　　毛（W）による費用　人造繊維（M）による費用

したがって，利潤Zは次式によって求まる。

z＝q繍熱贈繍蔦の｝（・）

（7）式を計算して簡単化すると次式のようになる。
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　　　　Z＝－15x1十25λ2一ト1523－30えa一ト10λs－FOλ6－40λ7－POλs－102n　　（7）’

　いま，解こうとしている問題は，この目的闘数Zの最大値である。すなわち制限条件

（5）式と（6）式を満足し，かっ，

　　　　　　　　Z＝・f（λ1，λ2………，R16）篇maximum！　　　　　　　　　　（8）

を成立せしめるような一組のλの値を求めることである。

　いま，i番日の列を1）iで示し，次のような約束に従うことと仮定する。　Piにスカ

ラー（scalarあるいは実数）を乗じることは，列の要素を，このスカラー倍することと

約束する。したがって，たとえば，伸1とした．Pエを⑥武から考えると次のようになる。

R，Pl瓢λ1

1

2

1

4

0

0

1

0

0

21

2

2，

0

0

4

2，

0

0

そこで，各々のPiを列ベクトル（colu血n　vector）と1乎称しよう。

上記の審例は，したがって，P1は第1の列ベクトルといえる。

（9）

　さらに，これらの列ベクトルは，加法については，交換可能であると規定する。すな

わち，次の記号によって蓑示できる。

λエPl十λ2Pa＝・　x2P2十λ1P1　　　　　　　　　　　（10）

（10）式を「交換の法則」（rule　of　commutatiQn）と呼称し，本稿の事例では，この法

則が，第4表から第5表に移るとき，列の順番を入れかえるために適用される。ここで

さらに，Poを（6）式の各式の右辺の数値によって示される制限条件ベクトルとし，ま

たCiを1単位あたりの純収入，ここでの事例では単位はポソド当りセントで，（7）式

で示されている。そうすると，次の式がそれぞれ成立する。

f（2）　・2］ciRiここで2＝（λ1，2・，……，　R・）　　　（11）

　　　言蜀1

n
E］λiPi＝Po　　ただしλ，≧0；i＝1，2，…，11　　　　　　（12）
iw1

　したがって，（11）式と（12）式とを用いれば，本事例では，制限条件（12）を満足し，

（11）式で定義される同的関数を最大（もしくは最小）にする一逮のλの値を求め，最適
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第4教i　（6）式の行列糞

　構　造　ベ　ク　ト　ル

oIP2　P8P4P5P5P7P8P9

　スラック・ベクトル

olo　Pユ11㌔P冊PI4　P15　Plo

制限条件を添すベクトル

@Po
11　1
22　2
13　1
44　4
　　　31　1
　　　444　　　11　1
　　　22　2
1　　　1　　　1
　1　　　1　　　1
　　1　　　1　　　1

1

1

1

1

1

1

1

100

100

6Q

注）A．Chames，　W。　W．　Cooper　and　A．　Henderson：ibid．，　p，8．

　　　　　第5褒　　シ　ッ　プ　レ　ッ　ク　ス　表　　（エ）

．．．．．。豊鍍II5－・…　1－・・
↓

ベク

gル
Po P1。 P1エ P12 2）エ8 P14 P婚 Plo P且 P2 P8 P4 P5 P6 P7

　一
P㌔

噌一層悼．

oo

Pエo 1
　1－　…

@2
よ2 よ2

←
P1 1

　1…　　｝

@4
旦4 　1一一

@4
P12 1

　3一一

@4
⊥4 ⊥4

¢

P18 1
　1一｝

@2
⊥2 　1一一

@2
P14 100 1 1 　1 　1一

P15 100 1
一　1

一
｝　1 幽｝

Plo 60 1 1 1 1 1

9ノ

9ノ㎜o’ 15 一25 一15 30 一10 40 11

←
Plo 1

　2－一

@3
　1－　3 ユ3

25 P2
ゑ3 　1－　…

@3
1
　1＿一

@3
→　　　　ゐ

P1鴇 1
　3＿一

@4
⊥4 ⊥4

町

P13 1
　1＿－

@2
⊥2 　1㎜㎜

@2
P14 100 1 1 1 1

P15 100
　3｝一

@4
1

⊥3

一1
よ3

1 1

P16 60 1 1 1 1

2ゴ

100｛

R

　25一一圏

@3
　25一　一「

@3
9ノーσゴ

100皿

R

堕3 　70一｝

@3
30 一10 40 10

ト・自

注）A，Charlles，　W，　W，　Cooper　and　A．　Henderson：ibid．，　p．10．参照。
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な生薦計画を編成することが臼的といいうる。

　（5）シンプレックス法（simplex　method）（こよる解法

　①連立方程式体系（6）の行列表化

　連立方程式体系（6）の種々の定数を整理し，行列の形式にまとめた蓑が第4表である。

行列中の数字の記入されていない揚所はゼロを示している。

　②列の交換

　シンプレックス法によると計算を便利にするために，（10）式の「交換の法則」によ・：

て，制限条件ベクトルを一番左に移し，これにっついて，スラック・ベクトルPie，…，

P16を記入して，一番右に構造ベクトルPエ，…，1）gを記入した第5ii縫のαを作成する。

　この表のベクトルPi。，…，　P16は必ず一一次独立であり，また繰せられている制限条

件を示す方程式の数は7っであるから，この分析で問題となっている聖間は7次元であ

る。

　③P2行の計弊

公式（1）7）　　　　ゴ厨諜紛ゴ1κ沈．

　　　　　・・k　：　V11・・P・ガ÷（g∫－oノの負の最大値の列）

　　　　　絢ゴ→Xll，07　Xl1，1）’幽’’”°”，　Xlt，16

にしたがい，第5表の∂に新しく取り入れられたベクトルP2の行の要素は，第S衷の

・に鮒・P・略P・の列嚥・りにある蝋・・凹1・・一甚勧司じ行の麟継

次割って比をつくり，新しい第5表のbのベクトルP2の行に記入する。これらの計算

結果は次の第6表のとおりである。

第6表　P2行の計算蓑

瑞行

Po列
Pia

Pエ1

Pエ2

Pls

P14

P15

P16

P，

　　3
0÷T＝O
・・暑一・

1÷昔
・・号一・

・國

?E　　『
・・甚一・

・÷・
・・号一・

＿⊥∴旦＿＿⊥
　4陰4一　　3

P2列
P3

P4

P5

PG

P7

Ps

Pg

一甚・号司

　1　3　　　1
…T÷T＝　de万

・÷・

・÷・
・・号一・

・・暑一・

・・号一・

0÷且＝0
　　4

7），8）公式（1），公式（2）は次の数学酌論理による。宇田川錠久・浜岡尊共著『線型計颪法概説』

　広川書店，1959，pp．182－184，参照。記号は本文と1司じ。いま，　lil的関数z＝」てx）は最大（ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ）



10　　　　　　　　　　　　　　　宮坂正治

④P・・行，P12行，　P13行，　Pt4行，1）15行，　Pt6行の計算

P1・行，　Pエ2行，　P13行，　Pi4行，　Pエ5行，　Pa6行の計鈴は，次の公式（2）によって行なう。

公式（2）8）　　　κ協＝Xid　rm（Xri／Xrle）Xiie

　　　　i＝＝1，2，……，16

　　　　Xik　＝：：XIO，2，　XIII2，　・°・°．幽，　X16，2

　すでに，前述の①P2行の計鱗tによって，　X，v’／κrhの値は求められているから，まず

P・e・・行の計黙・P…一い・・一・1・・一者〔第醸のa〕，・x・i／x・le＝：Piot・〔第蕨のb〕一

・・した…て・　P・・，・行の計蹴。一・・去一・となる．逐次，　Pl・，1・，　P・・，il，……，・PI。，，

の計算結果は第7表のごとくとなる。同様な考え方によって，．Pエ2行，　P13行，　P14行，

Pls行，　Plg行の計鋒ができ，それぞれの計鋒結果は，第8褒，策9衷，第10表，第11

表および第12蓑のとおりである。

第7表　Pエe行の計算表i

PiO行

P。列

Pla

P11

1）12

Pls

P14

Ptfi

P16

P，

　　　　ユ
O－’O×互＝0

1－・・去一1

0一
ﾌ・去＝一号

・一・・音一・

　　　10－0×百＝＝　0

　　　10－0×【 V＝＝　O

・一・・去一・

　　　10｝O×7＝＝　O

一9－←s）・秦一壱

P2列
Ps

P4

P，

，Pe

P7

P8

Po

1　　　　1
万剛1×署誕0

｝（13）・去一暑

　　　　1
0嗣0×tr　＝0

　　　　1
0－0×万署0
　　　　1
0州0×万隅0
・一・・壱一・

　　　　1
0…0×一ﾝ職0
　　　　1
0－O×写＝0

たは最小）値を郷のつくる凸集合くの端点でとるから，凸集合〈の端点（たとえぽ附囲の点1）

を与える1つの基本解が，何らかの方法で得られたと仮定しよう。便宜のために，しかも何ら一

般性を失うことなく，端点Xのはじめの刎固の成分が正であると仮定すれば，

　　　　　　　　　　　n
　　　　　　　　L（の一Σ・・P炉P・　　　　　　　　　　　（1）・
　　　　　　　　　　　ゴ胃1n

　　　　　　　x＝∫（x）＝・］E】　CiXi，ただしx＝＝（Xt，　Xa，……，　Xn）　　　　　　（2）＊

　　　　　　　　　　　　i＝1
の（2）＊式より，

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　Σ・・PドP・（x・，x，，……，　Xm＞o）　　　　　（3）・

　　　　　　　　　ゴ冨1
および

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　Σ・・榊／（x）－z・　　　　　　　　　　（4）・

　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　 （次ページへ）
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第8表　P12行の計鈴表

Pi2行

恥列
Pie

Pエr

P12

Pls

P14

Pls

Pia

P1

0－・0×O　：0

0－O×0譜0

・一
ﾌ・・一・

1－0×0需1

0－0×O課0

0－0×0＝0

0－0×0躍0

0－OxO瓢0
・一
i13）・・…

為列
Ps

P4

Ps

Pa

P7

PB

Po

0－1×0＝0

・一
i13）・・一・

　3　　　　　　　3
一π一〇×o＝…τ

1　　　　　1
τ一〇×O　＝”丁

去一…一を

0－0×O　：0

0－0×O　：0

0－0×0＝0

第9衷Pls行の計算衷

Pls行

Po列
PiO

Pエ1

Pエ2

Pia

Pエ4

Pls

P16

P，

0－0×O＝0

0－0×0隅0

・一 ﾌ・・一・

0－0×0篇0

1－0×0謡1

0－0×0＝0

0－0×0鵬0

0－0×0＝0

・一
i13）・・一・

P2列
Pa

P4

Ps

Po

P7

Ps

Pg

0－1×0＝0

・一 i13）・圓

→一…一一壱

1　　　　　1
7－O×0瓢万

一1－…一壼

0－0×0瓢0

0－0×0閑0

0－0×0昌0

　ペクトルPl，　P2，…，　Pmはm次元ベクトル空間Rmの基をつくるから，　n個のベクトル
Pユ，P2，…，　Pnは，いずれもこの基であらわされて次のように書くことができる。

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　Σ　・’ゴP・躍P，（」u－1，2，…，n）　　　　　（5）＊

　　　　　　　　　ゴ＝1
　次に，1つの新しいベクトルPkを選んで，既にあるベクトルPt，　P2，…，　Pntの1つ．Pr

ととりかえて，凸集合くの別の端点（たとえば附図の点2）を与える新しい解を求め，しかもも
し可能ならば（4）＊式のZoの値が増すようにしたい。（3）＊式を書き薩して，

　　　　　　　　　　　　　？｝1
　　　　　　　　　　　P。罷Σ・‘P鋼OP為＋θPた　　　　　　　　（6）・
　　　　　　　　　　　　　ゴ隅1
あるいは（5）＊式を用いて

　　　　　　　　m　　　　　　　　m　　tt　　　　　　　　　en
　　　　　　P・＝・；E］　・’P‘－oZl　x，kP，　＋　OPk　・Σ（x・　一・o・・k）Pi＋ePk　（7）＊

　　　　　　　　ゴ昌1　　　　　‘盟1　　　　　　　　　ゴ嵩1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次ページへ）
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第10蓑　Pエd行の計卸蓑

Pユ4行

Po列
Pie

Pll

Pl2

Pls

P14

PiS

Pls

Pエ

100－0×0＝ユ00

0－0×0＝0

・一 ﾌ・・一・

0－0×0＝0

0－－mO×0＝0

0－0×0＝0

0－0×0＝0

0－0×0　：0

1－
i13）・o・・o

Pe列
Pa

P4

P，

Pe

P7

Ps

Po

0－1×0＝：O

O－
i13）・O　・0

1－0×0＝1

0－－0×0＝0

0－0×0＝0

1－0×0＝1

0－0×0鵠0

0－0×0＝0

第11褒　Pls行の計算蓑

．Pl5行

Po列
PiO

Plt

P12

P13

Pエa

Pls

Pエa

Pi

100－0×1＝100

0－－0×1＝0

　　4　　　　　3
0一 轣~i罵一τ

O－－0×1＝0

0－0×1＝0

0－0×1＝0

1－－0×1＝1

0－0×1隅0

。一 i13）・1一去

Pa列
Ps

P4

P5

P6

P7

Ps

Po

0－1×1　：wwl

o－
i13）・1一壱

0－0×1＝0

0－－0×1＝0

0－0×1＝：0

O－0×1：0

1－0×1r＝1

0－0×1＝0

　ここで，もし（a）0≧0で，〔b｝すべてのXi一θXikが非頚であれば，（1）＊式の非負の条件が満た

されるから，これは1つの解である。Xi－0κikが非負でXik＞0ならば，それからθは，　Xik＞0

であるすべての脅こ対する

　　　　　　　　　　　　　　　・騨・舞　　　　　　　　（8）・

で与えられ，この添字効ミPkの代りに基から除かれるベクトルPrを定める。ただし，ここで

Pr以外のベクトルについても，　Xi－0κik＝Oの成立することがありうるわけで，それらのべクP

ルもまた基から除かれる。

　いま，これに対応する関数の値de　2toとすれば，それは（4）＊，（6）＊の両式からPoをXeで，

PiをCiで置き換えられる。すなわち，
　　　　　　　　7）2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　1）l

　　　　　z’・一Σ・・（x・・一・（1・・k）＋・・為諾Σ・痢＋0（Ck一Σ　・・　・・A）　　（9）・

　　　　　　　凄躍1　　　　　　　　　　　　　　　ゴ講I　　　　　　　　　iee1

ここで，Piの（5）＊式で乃をCiに置き換えて，　　　　　　　　　　　（次ページへ）
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第12表　P16行の計算i菱

Pユ6行

Po列
Plo

Plt

P12

P13

Pt4

Pエ5

Pla

Pl

60－0　×　0＝＝60

0－0×0＝：0

・一吹E…

0－0×0＝0

0－0×0＝0

0－0×0＝＝0

0－0×0＝0

1－・・0×O＝1

・一
i13）・O・・O

P2列
Ps

P4

P5

Po

P7

Pe

Pp

0－1×O冨0

1－
i13）・O・＝1

0－0×0＝＝0

0－0×0篇0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1－0×0＝1

O－0×0＝：0

0－0×0　：0

1－0×0＝1

　　　　　　　　　　　　　vn
　　　　　　　　　　　9ノ＝Σ】0勘ゴ（ブ＝1，2，…，m）　　　　　　　（10）＊

　　　　　　　　　　　　　齢1
と置くと，（9）＊式はさらに整頓されて，

　　　　　　　　　　　　　zto＝Xo十〇（Ck－Zk）　　　　　　　　　　　　　　（11）＊

　これから，もしCk－Zk＞0で，かつ解を求めるための（6）＊，（7）＊両式の過程によってPんを挿

入し，（8）＊式のようにPrを除けば，これは0＞0に対してより大きな関数値を与える．この新

しいPiの組によってつくられる基を考えて，その添字の集含をIt，もとの藩の添字の集舎を

」とすれば，

　　　　　　P」瓢Σ物P・，z’戸Σ…’・」（ブ寓・・2・…・n）　　（12）＊
　　　　　　　　iEI’　　　　　　　　　　　　iEJt

また（5）＊，（10）＊の両武から

　　　　　　　　　　　　　　Pk・＝X，kPr＋Σκ姫Pf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤，

・たが・て，恥毒・・潮驚・・であ・・と騰す鴻

　　　　　　　　　　　　　　i≠r

　　　　　・・一浮卿唖潔（靭一繋・の・汁｛舞・・（13・＊

　　　　　　　iv4r　　　　　　　　　ゴ≠γ

それ故，（12）＊，（13）＊の両式を比較することにより，

ぬ，罵聾
　　　Xrh

Xrk
｝

（14）＊

が得られる。

Zb
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　⑤2戸6ブ行の計算

　目的関数9ゴーCtiの計算は次の公式（3）によって計鱒：しうる。

　公式（3）9）　　　　（9ゴーσゴ）t＝（2ゴーcゴ）一（κ。ゴ／Xrh）（21e　－Ci、）

　　　　　　　　　ゴ＝o，　1，　2，　・・…　。，　16

　公式（3）のうち（2ゴー6ゴ）は（Xti－cゴ）行でP。，　P、，……，　P，6の第5褒（a）の数値であ

る。（Xr．i／Xrle）はすでに第5褒㈲の．P2行にっいて計算された結果が出ている。また

（・・－Cle）は・この事例で1勲一2（r・の添字の2）であるから，・1，一・k・・．・一一25である。

　公式（3）によって計鋒した結果は第13表の左側の表のとおりである。

第13i菱　紛一〇ゴと9iとの計錦：蓑

ai－ci行 1

Po列
PiO

Pエt

Pia

Pls

P14

Pls

Pte

Pl

P2

Ps

P4

Ps

P6

P7

P8

Pg

0－0　×（－25）＝＝0

0－0×（－25）：＝0

0一
吹E（－25）一」撃

0－0　×（－25）＝0

0－0　×（－25）＝0

0－0×（－25）踏0

0－－0×（－25）篇0

0－0×（一陶25）罵0

15－
i13）・（－25）一讐

一25－1×（・－25）＝：0

－15－
i13）・（－25）一一

30－0　×（一£5）篇30

－10－0×（－25）＝・－10

0－－Ox（－25）：＝0

40－　0　×（－25）＝：40

0－0　×（－25）＝0

10－0×（－25）＝＝10

9ノ行

・Pe列

Pl。

Plt

．Pla

Pls

P14

Pis

P16

Pl

P2

Ps

P4

P・d

Po

P7

Ps

Pg

0十〇＝＝0

0十〇＝0

100　　　100
一び一千0＝τ

0十〇＝＝0

0十〇＝0

O十〇＝0

0十〇＝0

O十〇＝0
讐・（－15）・一響

0十〇需0

一讐・（＋15）一誓

30十（一一一　30）：鷲0

－10十（10）＝0

0十〇鼠0

40十（－40）＝0

0十〇＝0

10十（－10）需0

⑥2i行の計算
2ゴ行の計算は次の公式（4）によって計算される。

9）

ﾟ櫨繍（ll謝繍1ゴ鱗1騰烈轍灘朧1鷺糠
　に相当する。
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　　　公式（4）　　　　z’o’＝（2i－Ci’）十〇ゴ

　すなわち，前掲の（Zi　一　cゴ）’の数値に，この慕例では第5表のaの最上段のcゴの数

値をプラスすればよい。その計鋒結果は第13表の右側に記入してある。

　以上の計算結果のすべてを第5表のδに記入する。第5蓑のbの9ノーoゴの行に，も

し負の値が1つでもあり，またあるブに対して，その列のすべてのXiiが正であれば10），

さらに第5表のaから第5表のbへ移る段階と同様な手法で計鋒をすすめなければなら

ない。

・の事例では，・、一・・の行に，距ぞ，距一・・の・つも負の櫛あるカ・ら・第

5表のaから第5表のbへ移ると全く同じ手法を繰り返し計卸をする。このような考え

方で次から次へと段階をすすめると，第14表シンプレヅクス衷（2）のc→d→e→fと計

算結果が求まる。第14表のノではじめてすべてのzゴ　一一　Cdが非負となるので，ここに有

限の最大値が得られたことになった。もうここでは生産計蘭の改善は必要ではなく，最

適計画が得られたこととなる。

　ここで計算する過程で便宜上の注意をしておきたい。1つは9ゴー6ゴの行のなかで，

絶対値が最大の負の値，たとえば，この菓例ではP2列の～25をみいだし・その列を太

い縦の線でかこむ。

　2っめは，紛一〇ゴの絶対値が最大の値一25を示すベクトルP2の列の正数値でPeの

10）いまなんらかの方法で，ある董本解が求められたと仮定しよう。便宜上，この灘本解に対応

する端点2の最初のm個の座標が正であると仮定しましよう。つまり

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　Σ2iPi　＝　P・　　　　　　2i＞0　　　　　　　　　（1）＊＊

　　　　　　　　　　‘；1

　　　　　　　　　　Σλ・・F・・瓢／（R）　　　　　　　　　（2）＊＊
　　　　　　　　　　i　1
　とする。（ただし西1，2，…，m）
　　いま述べたような〃梱のベクトルPi（獄1，2，…，　m）は下γ空間の基底を構成するものである

　から，n個のベクトルPj（ゴa1，2，…，　n）はすべてこの基底の工次結合として表わすことがで

　きる。すなわち

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　Σ・・’PFPゴ・（ノ＝1・2・…・の　　　　　　（3）＊＊

　　　　　　　　　　ゴ　ユ
　　っぎに，いまの基本解の基底に入っているベクトルを1つだけ取り除き，その代りに新しくベ

　クトルを1つだけ取り入れて新しい基本解を求めるのであるが，この新しい解を求めるにあたっ

　て，もし可能ならば，90の値が増加するように，新しい解を求めたい。そこで・（1）＊＊式を雷ぎ

　なおし，（3）＊＊式をつかって，

　　　　　　　　　　　　m
　　　　　　　　　　P・一Σ鳩一θPゑ＋OPk　　　　　　（4）＊＊
　　　　　　　　　　　　ゴ嵩1
　　あるいは（3）＊＊式から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　P。一Σ2・P・　・－o］z］　・・kP・＋ePk一Σ（」t・・一・e・・E）・Pi＋OPk

　　　　　　　itt1　　　　　　　ゴロユ　　　　　　　　　　　　ゴロエ

　もし，（a）θ＞0であり，かつ（b）（2i－OXik）がすべて非負であれば，この右辺の式は1つの解を

　示す。（A．Charnes，　W．　W．　C。。per＆H．　Henderson：ibid．，　PP，58－59・，小宮隆太郎・福

　地崇生共訳『A．チャーソズ，W．　W．クーパー・・1　H．ヘソダーソソ：前掲醤』PP・126－127・）

　参照。）



16　　　　　　　　　　　　富坂正治

　　　　　　　　　　　　　第14表　シンプレックス表　（2）

oノー｝〉 一15 25 15 一30 10 一40 一10

↓ ㍑i・・
PエoPu ・・1駅・1・・ 桐＾ P2 P8 P4 P5 P6 P7 P6 Pg

15 P5
且2

＿1
　1＿－

@2 ⊥」⊥
25 」㌔

よ2

1
　1一　㎜

@2
1

PI2 1
　3一一

@4
⊥4 ⊥4

←
Pl8 1 1壼 よ2 よ2

P14 100 1 1 ユ

P二5 100 一十一・ 1
三2

1 1・

P鱒 60
　3－　　

@2
1 1

⊥2
工

1

9ノ’”Ci 1351・1 i1－・ 30－10　　40 10

15 P5
3－2

一1
　　1一一

@2
1

25 P2
1－2

1
　　1一　㎜

@2
1 「「

←
1㍉2 1

　　1一　一

@　2

　　1｝　－

@2
1…2－1

→4 10 P価 2 」－1 1

P14 100 1 1 巨 1

P15 100
　　1一　　

@2
1

1『2

1

Pエo 60
　3－　－

@2
1 青1 il

11

「 1

2ゴーoゴ 35 10 20 一5 20 一10 40 10

15 P8
旦2 　1＿一

@2
25 P2

1一2 π一万 1
P6 2 一1 一1 「 「「→θ

10 P5 2 1 一2 1 1

←
P14 100 1 1 1 1

P15 100
　　1＿－

@2 一1 一2 一1
1

1－2

2 1

P16 60
　3…　『

@2
1 一2 1 1

1一2

1 1

Zj一σノ 35 10匝 10 「「 一5 10 40 ユ0

15P・5・量一・ 去1 ・隆
万

ノ

→

・51・・5・Sl－1　壼

　　・・　　「・1－・1

1・P・　　1・「1

1
1一2

一1 1

llIl－211

壱li

一15 P二 100 1 1 1

1・1・ 50
　　1＿　－

@2 一1 一2 一1
　1一　

@2
1 1

3　2 　　1刷　｝

@2
1

Plo 10
　3＿－

@2
1 一2 1

　1－　～

@2
1

1一2
　　1一一

@2
1

9’一¢」 500 35 10 20 10 5 15 45 10

，注）A．Chames，　W．　W．　Cooper　and　H。　Hendeson．　ibid．，　p．10．参照。
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列の数値を割って，それらのうちの最小の値を示す行をみつけて，太い横線でかこむこ

とである。

　第3番目は，この事例での第5表のベクルトPi。，　Pll，……，　Plaは必ず1次独立で

ある。課せられている制限条件を示す方程式の数は7つである。そこで，この琳例での

問題で，分析の対象となっている空間は7次元であるということである。

　さて，最適解，すなわち最適計画は，第14表（／）から明らかなように，繊維製品五を

1日当り200ポンド生産し，他のB，D繊維製品は全く生産しないという計画である。

表示すれば，第15表のとおりである。

第15蓑　繊維製晶生塵の般適計画

＼遡疑⊆L巳当ユポ．痩
　産出物（1日当りポソド）＼

繊　　維　　製　　品　／1

繊　　維　　製　　品　B

繊　維　製　品　D

1綿（・）

100

0

0

毛（w）

50

0

0

人造繊維（M）

50

0

0

「合　計

200

　0

．0

合　　計1…1・・1・・「一…
余　剰　供　給　能　力

全　供　給　能　力

　0

100

50

100

10

60

注）A．Charnes，　W．　W。　Cooper　and　A．　HendersQn：ibid．，　p，15．参照。

　1日当り収益は（7）’式より

　　　　　　g＝＝－O．15λ，一一1－・　O．25A2十〇．15え3－0．3024十〇．1025十〇26

　　　　　　　＝＝－O．15×100十〇，25×50十〇．15×50－O．30×0十〇．10×O十〇×0

　　　　　　　＝5

　すなわち1日当り5ドルである。

　以上，第1表と第2表との仮定で行なった綿（C），毛（W），人造繊維（M）を組合せた

繊維製晶生産の最適計画が第15蓑である。この計画によれば，繊維製品を生産するには，

繊維製品Aをっくるのが優位で，原料では綿（C）が毛（W）や人造繊維（M）より2倍も

使用され，天然繊維たる綿が人造繊維を競合上強い力をもっと考えられる。したがって，

本稿での事例では，1っにはいかなる繊維製品を作るのが有利か，もう1つは天然繊維

の綿と毛と人造繊維の組合せの中で，どのような組合せが最適か，いいかえれば，繊維

の競合がどのように展開するか，をリ＝アー・プログラミングを援用することによって

知ることができることを明らかにしている。すなわち，繊維競合をリニァー・プログラ

ミングの方法を使用することにより，その内容を知ることができることを物語るもので

ある。

本稿でのA・チャーンズ，W・W・クーパーおよびH，ヘンダーソンの問題を借用した

のでは，供給能力，価格が制限条件であったが，家本秀太郎馬が考えた構想は，保温性，

流行性，風合いなどの繊維原料特有の性能と価格を制限条件とした場合の繊維原料の最

適生産計画から繊維競合を見ようとしている点が異なる。どちらかといえば，繊維原料
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ごとの供給能力の方が明確に計燈化できるのに対し，繊維原料ごとの将有憾能は不可測

もしくは不確実性な値になりがちになるため，実際にリニアー・プ1＝グラミングを利用

して繊維競合を見ようとするにはそれらは可測であると仮定する方が都合がよい。

いま，A，チャーンズ，　W．W．クーパーおよびH．ヘンダーソンの係数を借りて・蜜

本秀太郎氏の構想による仮定を設定すると，次の第16表のようになる。

第16袋繊維原料の供給割禽

繊維製品1規　　格
男子衣料品

綿（C）50％以上

毛（W）25％以下

人造繊維（M）25％以上

賑亮　f祀匪格
（ポソド幽りセント）

50

これを不等連立方程式で表わすと次のようになる。

　　　　　　　　　　　　　ん≧÷A

　　　　　　　　　　　　　砺≦÷A　　　　　　ω

　　　　　　　　　　　　　A・≧÷A

　ただし

　　　　　　　　　　　　　Ac十Aw十AM・＝A

　不等記号の向きを揃えると，（2．1）式の4つの不等式は次のように簡単に書きなおさ

れる。

一÷ん＋÷塀＋÷砺≦・

一÷Ac＋÷五r÷砺≦・

一÷Ac＋÷A・汁÷砺≦・

（2．2）

A．チャーンズ，W．W，クーパーおよびA．ヘンダー〃の事例とくらべるとき

　　　　　　　　　　　　　（1）式と（2．1）武

　　　　　　　　　　　　　（2）式と（2．2）式

とは，全く同じような型になるものであることは，明らかである。

　次に衣料品に対する要求の繊維原料についてそれぞれ保温性，耐久性，ファッシilン

性と価格を仮定すると，次の第17表のごとくとなる。
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第17表　繊維原料の性能と価格

原　料保温性耐久性…シ・ン｛tllポ肌当り。歎

綿（・）1…1　・・　　5。｝　65
毛（W）1…1　・・i　・・1　25…
人造㈱（M・1　・・11・・　ヨ6・1　35

要求最低限　…125・1　…　　一

　各繊維原料に対する特殊性能の要求最低限であるから，制限条件は次のように示すこ

とができる。

　　　　　　　饗1鱗轄1覇1賑｝（…3）

　1つの制限条件式に置きかえると次のようになる。

　　　　　　　100A，十60A」c一ト50Ac十100A」va十60A、rv十40Arv

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十60／1ハdi十100AM十100AM≦9750

　一般に使われている記号λを，男子衣料品をつくるにあたっての使用蚤である変数に

用いる。λ，はAに入る綿（C）の量，λ2はAに入る毛（W）の蚤，為はAに入る人造

繊維（M）の量を意味する。これらの新しい記号を用いて表示すると，次の第18表のご

とくとなる。

第18表　新記暦による投入一産繊蓑

一llllil：x　E＝＝z
A　l　・t　I　・・　1　2s

新しい記号を用いて（2．　2）式，（2．3）式を組合わせると，次の連立不等式が導かれる。

　　1　　　1　　　1
－7一λ1＋一ガλ・＋－72・so

－÷・1＋÷2・一÷魂≦・

一÷・1＋÷2・＋÷・・≦・

100え1十100え2十60え3≦9300

60R1十60λ2一ト100え3≦250

502，十40R2十100え3≦二200

（2．4）
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ただし　　　　　λf≧0σ欝1，2，3）　　　　　　（2・5）

　この連立不等式武（2，4）の各武に新しい非負の宋知数，換言すればスラック変数を溝

入すると，次のような連立方程式ができる。

　　　　　　　　　lli憲葺i；：i／（、．、6）

　　　　　　　　　ii繍糠翻

　次に回的関数2は，第16表と第17表に記載された価格と，第18衷から，次のように得

られる。

　　　　　　　　　　　x＝　50×（λi十22十λs）－65λ1－25λ2－35え3

　　　　　　　　　　　　　：＝－152i十25え2十15λ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．7）

　9を最大にするのが，この事例での問題で，これに対応するλ1，砺福およびZの

値を求めればよいのであって，い2・ゆる樋解，もしくは最酬画を探せばよいのであ

る。

　以上で繊維原料のもつ特有な性能，保温性，耐久性，ファッショソ性を考慮に入れた

最適生産計画の問題を見てきた。ここで，連立方程式体系（2．6）の種々の定数を整埋し，

それらの定数をもっと体系的な形式にまとめたものが第19裏である。

第19蓑　連立方程式体系（2。6）の行列袋

構造ベクトル

PI　P2　Ps
　1　　1　　　1
　2　　2　　　2

　1　　3　　　1
　4　　4　　　4

　1　　1　　　1
　4　　4　　　4

100　　100　　60

60　　60　　100

50　　40　　100

　　　スラック・ベクトル

P盛　　P，　　i）o　・PT　　P8　　Pg

1

1

1

1

1

1

lill限　　件を示

すベクトル

　　Po

300

250

200

　第19表を基礎にして，シソプレックス法で最適値を求めるためには，シンプレックス

表を描いてみなければならぬ。シンプレックス表の内容は第20表のとおりである。
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第20表　シンブレックス袈

　　　劃周瓦1・d・・i・・国Pe［可五巨

　　　　　囲…「［口1・］・・1・・い・・’

　　　　　1・・岡1－U1回・。1…
　　　引　工］＿」－i｝「－L「”nyptt［二［］．．＿一

　　・’一・・llllLLL］15」一・・L＝i5

　この第20表を出発点として，シンプレヅクス法による計錦段階を次々に踏んでいけば，

最終的には最適値が求まり，最適生産計画が決定するが，本稿ではこれは繍略させてい

ただく。

　繊維競合の問題は一口でいえば選択の問題に置きかえられる。しばしば言われること

は，「各用途における繊維製晶の選択は，各繊維の性能が消費者の要求する有用性を満

たす程度と，その対価としての価格との比較考燈によって行なわれる。原理的に考えれ

ば，性能が同一の有用性を与える場創こは，より安価な繊維が選択され，逆に価格が同

一の場合にはより大きい有用性を与える繊維が選択されるであろう。」11）ということで

あり，これは自明のことと思われる。

　しかし，本来，繊維競合を考える場合には，価格，性能もしくは品質および数蚤を同

時的に考えて，繊維選択を行なっていくことが理想である。いままで見てぎたリ＝アー

・プログラミングで考える方式では，こうした3つの要素を考慮に入れて最適計画を解

明できることは，前節の説明から明らかである。ここに繊維競合の問題解明に，リニア

…　プPグラミングの「混合問題」の方法を導入することが適切であることが理解され

たと思われる。

　　　　　　　　　　　3．繊維競合とその政策的意味

　繊維競合の問題解明のためには，理論と実際とからの両面から納得のいくことが必要

である。

　そこで，ここでは，繊維情報セソターが行なった『全国衣料消費嚢購入実態調査報

告；1983年版』を参考にしながら，繊維競合の実態を考察していくことから始めたい。

（1〕　需要の短期的考察

　（1）紳　士　服

　　1－LII］il］1：1　1［：L．L」　1一青1制青

　　lP・1…1－11－L浬L聖t・・

11）　大原総一郎『化学繊維工業論』東京大学出版会，1964，p．312，
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　　％
　　　　　　　　　　背広上下　　　　　　　　　　　　　　　　　　セーター・カーディガン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　ハ｝《毛牌。。－　　　10
　　’　　　　　　へ四一

　！

ニプ懲燕一　窮51－’5355榊
日召矛0　　　49　　　　　51　　　　53　　　　55　　　　57年

％

　45

　40

，30

20

10

　O
H召和　　　49　　　　51　　　　53　　　　55　　　　57年　　　　　　　　　H召示0　　　49　　　　51　　　　53　　　　55　　　　57年

毎。　　一　　　　　％　　ド・スシャツ

50

40

30

20

10

　　　　　スフックス　　　　　　　　　　　　60

　　　　　　　／隔、　　　／、
　　　　　　！　　　　、！　　　　　　　　　　　　50

　　　嘱
　　〆
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40

　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　純毛

　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
昭和　　49　　51　　53　　　55　　57年　　　　　昭和　　49　　51　　53　　55　　57年

　　　　　　　　　　第1図　紳士服の繊維種別購入数董割合の推移

注）繊維情報センター編『全国衣料品消蟄麿購入実態調査報借；1983年版』1983，p．43．
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　いま，紳士服の繊維種類別購入数墨割合を昭和49年から同57年までの推移をみると，

第1図のとおりである。この図からわかるように，背広上下は純毛が人造繊維（図では

「人繊」と書き，以下同じ）より圧倒的に高い比率のままであり，その逆に，スラック

スでは人造繊維が天然繊維の毛，綿よりきわめて大きな高さをもって推移している。替

上衣は純毛が漸次年を追って低下し，人造繊維がそれに代替して上昇し，昭和54年から

は，人造繊維が毛や綿を追越す形となっている。

　セーターやカーディガンでは，純毛と人造繊維との競合がきわめてはげしい。「暖房

設備の普及や保湿性の高いジャンパ噸の成長から，de一ター自体は保温性よりも1轍

化が進み，より安価で軽い合繊（人造繊維）が，純毛に変ってシー＝アを伸ばした。しか

し，その需要が一巡して，ここ2，3年，セーターの天然繊維志向が飽寂れ，再び純毛

と人造繊維の競舎が始まっている。」12）といわれている。

　Tシャツ・ポμシャッおよびドレスシャッのようなシャツ類は綿と人造繊維の競合が

強くみられる。

　この図からもわかるように，Tシャッは綿，ポPシャッは人造繊維が現在では虫流と

なっている。

　ドレスシャツでは，従来「綿35％，ポリエステル65％の温紡物が主流」13）であったが，

昭和56年後半から，次第に消嚢者の天然繊維志向を反映しておる。これは，財与に洗濯

に耐えるなど，適度な機能性を備え，吸湿性や風合の良さなど綿の特性を生かせる，綿

65％，ポリエステル35％の商品が主流」14）となりっっあるといわれている。したがって，

天然繊維の志向のm一ル・バック（roll　back，巻返し）が紳士服では始まっているとみ

てよかろう。

　（2）婦人服
　婦人服の繊維種類別購入数量割合の推移は第2図のごとくである。この図から明白な

ように婦人服はスーツ類，スカート，セーター，ドレス類，ブラウスは1昭和50年以来，

人造繊維が圧倒的に優位な立場に立っている。スラックスだけは昭和54年から綿が人造

繊維に代替して優位に立っている。

　なぜ婦人服のほとんどの人造繊維が優位に立っているかといえば，人造繊維が「防雛

性，汚れにくさ，洗濯性など他の繊維より機能性に富む上に，低価格などが消費者の訴

求に合った」15）と考えられているのは当を得た推察といえよう。

　（3）子供服
　子供服の繊維種類別購入数量割舎の推移を，前掲の商品と同様昭和52年から同57年ま

でについてうかがうと，第3図のとおりである。この図からわかるように，子供服は，

安全性と機能性，および低価格性とが繊維の選択の基準となるため，ほとんど人造繊維

と綿との占める割合が圧倒的に大きい。女児のセーター・ベスト・カーディガン類はさ

すがに消費者の利用の性格上，毛のウェイトが約5割高い。天然繊維志向のローク・バ

12）繊維情報センター編『全国衣料品消費渚購入実態調査報告一1983年版』1983，p．42．

13）繊維情報セソター編『前掲雷』p．42．

14）繊維情報センター編『前掲書』p。42．

15）繊維情報セソター編『前掲書』p．72．
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　　％　　　　　　　X一ツ類　　　　　％　　ドレス類
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ックがやってきた昭和57年では男女の一tr一ター類が少しではあるが綿がシェアーを高め

てみていることがうかがわれる。

　（4）和　　　服

　和服についても前と同様の期聞，繊維種類別購入数蟄割禽の推移をうかがうと第4図

のとおりである。この図からわかるように，婦人のきものは圧倒的に絹が優位a）f、7二置に

立ち，婦人和装コートも網は人造繊維よりに最近一廟優位立っている。

　これは婦人が網への美意識に今もってあこがれている証左といってよかろう。

　しかし，紳士のきものは，婦人用のものとは異なり，必ずしも絹が優位とは必らず，

人造繊維，毛，綿などが網へ攻勢をかけているといってよい状況といえよう。

　以上，商贔別に繊維競含の現況をうかがうと，商品ごとにかなりの競合状況の驚異が

推察でき，経済政策上，今後商品ごとのきめ細かな点を考慮して，競禽の調整な行わな

ければならぬ意味をもっことが埋解される。

〔2〕需要の長期的考察

　いままで見てきた繊維競合の様相は，最近の短期間における状況であるが，次に，日

本繊維塵業史刊行委貫会が作成した，日本における1人当たり繊維消費撒の推移につい

て，明治15年から昭和30年までに棄る長期間の変化を描いた図があるからこれな観鍛し

てみよう。この第5図からみるかぎり，火正10年頃から人造繊維のレーヨソ糸が出現す

ポ　20
ン

ド　10

4

2

1

0，4

0．2

0．1

0．04

0．02

O。Ol

明15　　　　　　　　25　　　　　　　　35　　　　　　大1　　　　　　　　10　　日召1　　　　　　　　10　　　　　　　　20　　　　　　　　30年

治　　　　　　　　　　　　　　正　　　　　　和

　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　次

　　　　　　　　　第5図　日本の1人当たり繊維消磯盤の変化

注）1）凡例　＿＿，綿　糸　　　　　　一・一・レー”ン系・一・一・一一・ビニロン

　　　　　　＿＿＿レーヨソステープルー網　糸　　・・鴨郎1ナイロソ
　　　　　　＿＿毛　糸　　　　　　門”…亜苧麻糸　t－一・…一・哺塩化ピニビリデソ

　2）　日本繊維産業史刊行i委貴会編『日本繊維産業史一総論編一』繊維年鑑刊行会，
　　1958，　p。221．
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るまでは，まったく天然繊維の綿糸，毛糸，網糸および亜苧麻糸が消費上支配的であっ

て，人造繊維と天然繊維との競合は見受けられない。年次が降って昭和10年前後からレ

ーヨンステープルが急激に上昇カープをもって消費量を増加し，同12年頃になると，第

5図から明らかなように綿糸の消費鐙に接近している。かくて，昭和10年頃から約10年

間の第2次世界大戦の終戦時昭利20年までの期間は綿糸，毛糸，網糸，亜苧麻糸の天然

繊維とレーヨン糸およびレーヨソステープルの人造繊維との競合のはげしかったものと

推察できる。

　昭和20年から2，3年間終戦後の混乱期を反映して，すべての繊維の1人当たり消費

量は急落している。しかし，朝鮮事変のあった昭和25年から，冬の繊維の消嚢蟄は上昇

の一途をたどっている。それと同時に，従来姿を見せなかったビニ1コン，塩化ビニリデ

ンが昭和28年頃から登場し繊維聞競合に参加してくる。

　第5図に描かれた天然繊維や人造繊維の1人当たり繊維消蜜量の変化からみられる繊

維間競合の原因は何であろうか。既に前に研究してきた論稿16）から推察できるように，

価格の高低，消費巻の要求する品質もしくは性能によって，消独渚の繊維の選択が異な

る，換言すれぽ繊維間の競合が行なわれるものと考えられる。しかし長期的に第5図の

ごとく明治15年から昭和30年までの期問を考察するとき，価格や品質のみならず，次の

5要因が関連してくる。17）

　（1）風俗習慣としての服装の変化

　（2）所得水準とくに圏民1人当たり所得の変化

　（3）新しい繊維と混紡効果の宣伝広告

　（4）繊維機械の技術革新と繊維製品の生産技術の変化

　（5）繊維産業に対する経済政策の変化

　とくに（1）の要因の服装の変化は，長期的観察からすれば，たとえば毛製品についてみ

ると，①明治20年頃までの男子の洋服化，②大正12～13年以来における和服用毛織物の

普及，③子供，学生，女性の洋服化，洋装化の伝播，④第1次世界大戦後の洋服の一般

化などは，大正年代毛製品の消費増大を促進する結果となっている。

　また，（5）の要因の経済政策の変化も，たとえば，①戦時政策による消費規制，②外貨

事情の如何によって繊維原料輸入抑制などは，おのずから該当する繊維の消費の減少と

なって現われるのは必至のことである。

　しかしながら，長期的にも，これら5要因が結局は価格や消費者の要求する品質に反

映するのであるから，短期的とも長期的にも同じ要因によって繊維競合が行なわれるも

16）大正10年前後，日本レーヨン工業の事情については次のものを参照されたい。山崎広明『日

　本化繊産業発達史論』東京大学出版会，1975，pp．53－55．なお，昭和37年から同57年までの「日

　本における国民1人当たり衣料用繊維別消幾蚤の推移」については，宮坂正浩「繊維競合原理の
　研究（ll）一日本における繊維競合一」（『信州大学繊維学都紀要』1984，　p．5．）を参照されたい。

17）J．S．ベィン（J．　S．　Bain）は新参加を妨げる諸喜情は次のごとくであると述べている。（1）既

　存企業に生産費上の絶対的優位性をあたえるもの，（2）おなじく生産物の差別化の優位性（pro－

　duct　differentiation　advantage）をあたえるもの，および，（3）既存大規模企業の経済的
　（economies　of　the　large－scale　firm）の三つにまとめられる。　J．　S，　Bain：Barriers　to　Netv

　Comψetition．1956，　pp．15－16，
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のと考えてよいのかもしれない。

　いま，天然繊維について綿製陥，人造繊維についてレ・一一　SUン製品に例をあげて考察し

よう。

　（1）綿製品の価格と消費燈

　綿製品の価格が変化することによって，その綿製晶の消蟄量がいかに変化してきたか

の状況は第6図によって描かれている。はじめの期間の明治24年から大正3年までt”M　・1

の直線で示されていることから明らかなように，消費者が価格に反応しはじめている姿

勢がわかる。次の大正4年から同13年の皿のr9線からは，灘1櫛霊糸働辮稿くても

消費最は少し多い傾向を示している。これは綿製贔がこの時代から漸次1三1常生活品イヒし

ているためともいわれ，価格と消費澱とはあまり羽三1関関係はみられない。ruの億線の大

正14年から世界恐慌の真只中の昭和4年までの期間は，大不況の影響のためと推察され

るが綿糸価が低下しても消費は増加していない。

　さらに，Nの期間である昭和5年から同9年までは綿糸価の騰1費により消費錨：は減少

している。最後のVの期間の昭和10年から同30年の期間は価格は価格の消嚢に与える影

響は少ない。かくて，綿製品は価格が下がっても上っても，消費盤にはそれ庶ど変化は

ないとみてよかろう。

ポ10
ン

ド8

0。2　　　　　0．3　　　0．4　　0．5　0。6　　　0．8　　　円

　　　　綿糸糸価率

第6図　綿製吊の価格と消費の関係
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　2）　日本繊維産業史刊行委貴会編r日本繊　　　　　　　　　　　　レーヨン糸価率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　日本繊維産業史刊行餐貫会編r日本繊維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業史一総論編一』繊維年鑑刊行会，1958，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．23i．
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繊灘費セ蜻ﾋ奏欝の影鱗の変化1．

繊維製品・期間

綿製　品
　（1）明24一大3
　（】工）　大4一昭4

　（皿）昭5－－　30

（IV）　昭9－　 30

　（戦中と終戦藏後を除く）

（V）　昭27－　　29

網　製　品

　（1）明34一昭4
　（ll）昭4－　13
　（皿）　昭27－－　29

毛　製　品

　（工）　明24一大4

　（∬）　大11一昭13

　（皿）　昭27－　29

　　　　　　　（純毛晶）

亜苧麻製晶

　（1）　　明39一大13

　（H）大14一昭7
　（皿）　昭8－　 30

　　（戦中と終戦直後を除く）

産業用麻製品

　（1）明39－一大12

　（H）大13一昭12
　（皿）　　昭27－　　　30

レーヨン製品

（1）昭工一　　8

（∬）昭8－　11
（皿）　昭25－　　30

価　格
弾力性

　一〇．89

　－0．47

a）－0．01

b）

c）

の一〇．56

b）－0。16

a）

b）－0。4

レーaンスi”　一’プル製品

　（1）　昭7－　 12

（H）昭25－　30

一2．0

－1．04

一〇．86

－0．60

一1．7

－0．43

－0．42

一一・　2．3

－1．7

－0．13

一10．0

－0．3

所　得
弾力性

0．60

0．63

1．5

0．64

連関弾力性
　15ド

10，0

8，0

6，0

（レーヨソ糸）0．01

（レーヨソ糸）o，1　　4・°

（v－　atン糸）0．13　　3。0

　　　SIO
　　　～14

　　　s15－・
S21～25　　191

。53（繍゜’　162’°M18－22　1

0．78¢．鎌）0・4
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4．1

2．8

0．63
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1．0

0，8

0，6
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O．2
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　　　　　　　　　　　　0　　　　30　　40　　　60　　　80100円

　　　　　　　　　　　　　　　溝費支出

　　　　　　　　　　第8図　繊維消費と所得の関係

（題勃・．42　　（天然繊繊熾繊維）

3．1　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　【ヨ本繊糸iE産ee史干旺行委貫

0．95

0．30

0，32

0．97

注）1）M＝＝明治，T　・pk正，　S　＝＝

　　昭和。

　　会編『日本繊維産業史一総
　　論編一』繊維年鑑刊行会，
　　1958，　p．234，

　　　注）1）戦後の働煉洋紡績経済研究所月報63号による．明踏明治，大＝大正，昭＝昭和。
　　　　2）連関弾力性（eross　elasticity）とは，ある商最の消費がそれと競合する商品の価格により
・　　　　影響をうける度合である。
　　　　3）混紡，落綿糸を含む。（V）期の綿製品の所得弾力性もO．78，混紡糸を含む。（皿）期の毛製贔
　　　　　の所得弾力性は1．0，レーヨソステープル貴を除いた毛蟄に．ついては所得弾力性0．6とみられる。
　　　　4）　日本繊維産業史刊行委員会編『日本繊維産業史一総論編一』繊維年鑑刊行会，1958，p．234，
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　これは，繊維製品の多くが，綿糸を使い，綿製品が明治から今1三1までほとんど‘1三活必

需品として使われている傾向だからであると考えられる。

　（2）レ・一・　Nン製品の価格と消費量

　まず，昭和元年から同9年までの工期はレーヨン製品の価格の高低に反P’ti；して消嚢搬

は増減している・さらに昭和9年力・ら剛4年までの皿期｝焔i格一曽鞍搬の関係剛磁傾

向にある。最後の昭和15年から同30年までの皿期はもはやほとんど価格一消費料関係は

極端に弱くなっている・したがって，このレー…ン製晶についても佃i禰こよる灘の影

響は長期間を観察して少ないとみて差支えなかろう。

綿製品と・一・ソ製品の価格と繊すな秘需要の関融示夘瀞・対する響繧の弾

力性は第2俵螺佛してある・この弾性伽らみても第6図や鋤図綱図，鰍，年

次が下がるにしたがい佃瀞・対する瀬の弓勒性購ちてし・る．他の綴品語製品，

畔蜘・蝶用麻製品およびレー・ンステープル郷，について鵬21灘よるかぎP，

綿製品やレーヨン製品同様な傾向を示している。

　さて識維競合について所観の関係はどうであろうか。天鰍維と人造繊維）灘

支出と消費燈との関係について第8図に描いてある。この図から明らかなように，天然

繊維も人造繊維も朋治以来昭和30益Fまで，所得増大による消償支出額と繊維消費盤はま

ったく正の相関関係を示し，また第21表からも所得に対する需嬰の弾力性も天然繊維も

人造繊維もプラZ1前後の弾性値を示している。

　以上によって，繊維競含の要閃には，価格も当然入るが，長期的には，他の要隅も作

用するがため，あまり強くはみられないが，所得の要因は繊維消蜘にかなり強くうかが

えると推察してよかろう。残念なことに消幾着の要求する品質と消難量との関係の賛料

は，現在のところ見当らない。

〔3〕　生産の長期的考察

　最後に，繊維競合の経過を繊維生産の長期的観点から具体的琳象からうかがってみよ

う。これまで衣料品の消費の観点からみて繊維競禽の現象をみてきた。しかし業外，生

産者の消費に対するPR効果，販売促進効果，いわばJ．　K．ガルブィレス（J，K．　Galbrath）

のいう「依存効果」によって繊維を選択し，消費し，その結果として繊維競合現験が発

生するのかもL2t　t・い・このような観，醜立って澱初天然繊維と人造繊糸ゆ生蠣の

擁を昭和元年から同57鱗での推移蝶咽として描いて撚していくこととしよ
う。

第9図から鵬かなように・天然繊総まこの欄を通して，人造繊維より‘瞳高聴

い。とくに第2次世界大戦前の昭和19年までは，大きな開きをもって天然繊維が人造繊

維を上回った形で生産されている。ところが・終戦後から急激に人造繊維の生産は天然

繊細醸近し，昭和45轍働・おいて・購維は接触しっつある．昭稿3籟から同57

年までは天然繊維が人造繊維より僅かな幅で上位を占めているにすぎない状況とい丸

る。まさしく天然繊維と人造繊維とは激しい競舎となっていると断言でぎよう。

次に天然灘だけについての生顔力嚇た競韻象齢ると，第1咽のとおりであ
る。昭和元年から圃57年までの推移からは，綿糸がつねに鰻上位を占めており，毛糸が
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産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人遺繊維
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高

H盈率0151015202530354045505557年
　　　　　　　　　　　年　　　　　　　次
　　　　　　　第9図　天然繊維と人造繊維の生産高の推移
注）通商産業大臣官房調査統計部編『昭和57年版；繊維統計年鑑』により作成。

ほぼ第2位，麻糸が第3　・islaを占め，昭和元年第2位であった網糸が，昭和15年前後から

第4位に落ちているのが特微といえよう。生産面で，長期的観点からすれば，天然繊維

の問では，それほど大きな競合は見られないといって差支えなかろう。

　さらに，人造繊維についても，昭和元年から同57年までの種類生産の推移をうかがう

と，第11図のとおりである。この図からわかるように，レーヨン紡績糸が昭和7年から

同45年頃まで首位を占めていたが，それ以降ポリエステルやアクリルに首座を譲ってい

る。人造繊維では，昭和30年頃から各種繊維が乱戦気味であるが，同50年頃からポリエ

ステル→アクリル→レーヨソ紡績糸→ビニロン→ナイロン→その他→ポリプロピレンー・“一

キュプラ紡績糸→アセテート紡績糸の序列に落ち着いてきたといえる。こうしたマクP

的長期的観察では，どの繊維がいかなる繊維にとって代替されたかは明らかにすること

はできないが，各繊維の生成の歴史的事実を明確にすることによっては，繊維聞代替の

内容ははっきりすることができようが，これについては他日の機会に譲りたい。

　以上，繊維競食の問題について，理論的にはリニヤー・プログラミングの混舎問題の
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応用面として考察し，実際的には，ミクra的短期的な面と・”eクロ的長期的な面から1村究

してきた。これら理論的実際的な両i’lfiの研究から綜合して最後に，これらの繰済政策的

意1味について考えてみよう。

　（1）繊維の品質政策

　繊維のみならず，いずれの商品もすべて，その商品独精の贔慣を1もっている。繊維競

合の対象となる品質は，物自体のもつ品償よりも，消費者の要求する品質であ為。たと

えば洞じ品質に対しても諮瓢望罐によって，求め繍，償械・掴ご，・鋤なし・撒とな

ってしまうこともある。

　また，1司じ消蛮著でも，時と場所が異なれば要訂ミする品質が変化することも労えll♪れ

る．ここで搬とす腰隙kあくまでも融者の劉け繍至’愛に師ものが鰍網1券つ

ということになる。このように考えるとき，夫然繊維，人造織維のそれぞれのもっ特性

能，すなわち品質にっいて，1繊都要求に1齢するよう臨醜嫌とPI轍餌聴戦

ていく必要がある。

天然繍駄その　継を1臼離陥に変えていくこ撚，天然欄〔剛瞭艇・則搬か
ら困難をともなう。しかし，人造繊維は，人造であるから，物質の化単的処理かPtL），消

賭腰求に対し，いくらでも変えていく可能性をもつとい焔・しノ酬・て講鰍

策上，生薦面からいえば人造繊維の方が天然繊景lliより腐利に展開できゐ。しf）・し1天然

繊維のもつ特性を，人造繊維がそのままもつとか、そ姻寺性をこえていくということは

並大抵の研究を必要とすることは覚悟しなければな窟）ない。

　かくて，ここで考えられる政策は，天然繊維と人造繊維とカ～相刀二に，勝ることを1隅9

として生産面の改善あるいは発明，っまり技術革新な行なうことを政府が促准すゐこと

は適切な方策であろう．しかし，他Tif1，瀦の糊糖相衝　・・て1駿詣の獄す廓1償に

適応し，両潜の補完的な歩みで発展することを考えゐ政策もとoていくことほ必要であ

る。

　天然繊維のあるものが，増加すれば，人造繊維のあるものが誠少するとはかぎらず，

人造繊維も増加していくものもあるはずである。まつたく逆に，天然織維のあるものが

減少すれば，人造繊維のあるものが必ずい』増加するとはかぎらず，減少する場合も住

々あるはずである。繊維競合が必ず，天然繊維と人造繊維とが増加二減少と対応関係に

あるとはいえず，むしろ，両嵩が増加＃増加，減少¢滅少という比例的関係も発生する

ことを考えなければならぬ政策的意味を十分もたなければならぬ。

　とくに品質政策において，天然繊維と人造繊維の両轡が相糸1三論すれば，1つの種類の

繊維より一層効用が大きくなることも考え，混紡とか混織の内容を倹討しなければなら

ぬ．この点を政府は，繊維生彦髭渚に対し，＋分噸鞄求め，競舘嫌・補発政策調整

政策を考えるようアドバイスする必要がある。こういう政策をとることこそ，繊維競合

をとりあげる政策的意味があるものといえよう。

　（2）繊維の価格政策

　いかなる商晶の価格も，1つにはその商品の生塵費と販亮費の合計，すなわち総費用

によって規定される場合と，もう1つはその商晶の需給関係によって決建される。ここ
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での繊維競合に関遡しての繊維価格は生産嚢セこ空としてかかわるとして限定して考えて

みよう。いわゆる「生産費説」によって繊維価格が規定せられるものと想定する。そう

すると繊維価格の成立は次のような図式で考えられる。

　　　　　　　　　　　　　一生魔技術水準一研究投資

　　　　　　繊維製贔価格一一生産娩模　　　　資本規模

　　　　　　　　　　　　　一原材料価格一一一鷲k魁呈技術水準

　これは天然繊維や人造繊維の価格形成にとって同じ要因ではあるが，両者が完全に異

なるのは，天然繊維の原材料生鷹は機業｛i薫方武であるのに対し，人造繊維の原材料生

産はまったく人工的な，肉然条件に左右されない形で行なうことができる点である。し

たがって，天然繊維の生産費低減には肉然条件による制限があるけれども，人造繊維に

はいくらでも生産費の低減でき可能性はある。しかし人造繊維といえども原栩餐1生産費

低減に限界があるならば，必ずしも無限小に低減することはできない。もし，どちらの

繊維にしても生産費上の絶対的優位1生（absolute　cost　advantage）を窃するならば，

競倉上有利に立つことは間違いない。

　天然繊維のほとんどはある一簸の動植物か成育期閥を鼠必ず経過しなければならず，そ

の期間における人間の労働力に対する賃金は，っねに騰鍛している現状からして，多く

の生塵費上問題点を含み，生塵費低減の歯止めとなっていることは否めない。そこへい

くと，人造繊維も，天然繊維生産上賃金は騰鍛しつづけてはいるが，生擁過程のH寺間の

短縮の合理化は天然繊維よりも容易であって，天然繊維よりも人造繊維の方が藪用低減

の方向にもっていけることは容易と考えられる。

　価格によって競含は，消費商は要求する品質が天然繊維と人造繊維とが同じであれば，

価格の低い方を当然とるはずである。したがって，両方の繊維ともいかに生産蟹の低減

を期待して生藍技術の革新をはかることである。されば経済政策的には，簡繊維とも研

究投資をなして生産合理化をはかるに容易なように制度的にもっていくことである。

　最近，天然繊維も人造繊維も，その原材料の多くを外國からの輸入に依存している。

輸入原材料の価格が安ければ，当然繊維製品の価格は低下していくことは必至である。

したがって繊維の輸入原料をどのような対外政策と取引条件の制度を改善すれば，その

輸入原材料価格は低くすることができるかを十分考えて，その制度を実施していくこと

が今後必要である。両繊維の生塵過程の改善，諸機械器具の改善とその新発明，原材料

のより安い輸入の方法，原材料のわが国でのより低い生産費による生産方法の研究の促

進こそ，政策上きわめて璽要である。

　（3）繊維制度改革政策

　繊維競合がなされるのは，消擬潜の要求する品質と価格だけによって行なわれるので

はなくて，政府が日本経済を支えていく必要から，色々の制度をつくることによって萬

止むをえず天然繊維と人造繊維あるいは，両繊維個々の間の浮沈が結果として起こるこ

とがしばしばある。

　たとえぽ，綿製品についていうならば，昭和12年為替管理と輸入制限がともに行なわ

れ，生産・配給を一貫した統欄政策が行なわれはじめた。このため，綿製品の消費は仕
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方なく昭和15年には，昭和9～11年消費水準の60％までに低ドした。その代り，昭和13

年2月の綿製晶スフ等灘槻貝囁の施行により，重最3割凱上のレー・ンステープルその

他の雑繊維が綿製品に混入され，綿糸の分野を侵食したのであ嵐，これは決して綿糸が

レー一ヨンステー一プルに価格や品質において競合上勝っているのでばなくて，政府の政策

のしからしむるところであった。

　また，たとえば網製品についても，戦時中の昭和16年以降は絹製lli「1が割顯切符制の法

律ができたことにより，急激に消費は低落した。

　逆にレーヨン製贔は昭和13年12月から実施されたレーヨ〃テープルの“循，綿に対

する強制混用という国家政策がレーヨンステーブルを火いに消費するようになり弛熊も

増加することになった。

　これら若干の例からわかるように，園の政策により各繊維配）消費が左讃されゐことが

あり，いかに国の経済政策の繊維のあり：方が重要であるかがよくわかる、したがって，

国の経済政策としては，岡民の衣雄活において，どのような繊維政策なとったならば，

価格が安くて，求める品質の繊維製品が得られるかを十分考える必要がある、それは，

純粋な繊維原料だけでもよければ，ヲξ然繊維・人造繊維混用いずれでもよいのであって，

何も一つの繊維原料にこだわることはないのである。

　（4）繊維間の補兜政策

　一般的に定義される繊維競合とは　衣料用，簸庭用，魔業用およびその他利用におい

て，天然繊維と人造繊維との間，あるいは天然繊維間，人造繊維間で，一一yvが増加すれ

ば，それに対応して他方が減少する現象を指すのである。しかし，繊維間に肉いて起こ

る現象はこのような相対的な増減関係だけではなく，むしろ，・一一Pl1の繊維が増加すれば，

他方の繊維もおのずから増加する。もしくは一方が減少すれば，他方もまた減少すると

いう関係，すなわち補完関係，相互依存関係の生ずる場☆も考えられるのである。

　したがって，繊維競合の問題を考える揚合には，当然繊維補発の間題をとりあげなけ

れば，片手落ちの問題のとりあげ方となってしまう。繊維の個性は，その繊維の中でそ

の個性が生かされるときもあれば，その個性が他の繊維と混用されることによって，よ

り一層その個性が生かされる場合がある。そのときは，ある繊維と他の繊維とは競禽で

はなく，補完という形で現われてくる。またその混用された繊維が，他の繊維を圧する

こともあれば，混用繊維と他の単一繊維とは競禽関係を生ずることもある。

　この補完関係も品質補完価格補完，数蚤補完というものが考えられる。ホ来的には

天然繊維と人造繊維とは対照的な性能もしくは品質をもったものである。それだからこ

そ澗繊燗の競舳あるが，またそれら瀦を合わせることによって，より優＊、た品

質の繊維がつくられるということも考えられる。

　人造繊維は天然繊維と類似したものを人工的に最初の生魔過租から終りのそれまでつ

くろうとしたことが，人造繊維生塵の契機であろうが，所詮，生れが違えば，性質は違

ってくるのが一般的である以上，両者は類似していても，結局は本質的に異なる点があ

っても不思議ではないのである。この点を利用して天然繊維と人造繊維との補完製晶は

従来からでている。たとえば，「アメリカについて紹介されている罫例をみると，毛布
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におけるナイロン。レーヨン，アクリラン・レ・一一・SUン混紡品，男子服地におけるディク

ロン・羊毛混紡品，オー一　Pン・レーヨン混紡品，中級もの以上におけるディクPUン・羊

毛混紡晶，オーロン・綿混紡のメリヤス生地，アクリラン・綿混紡の作業服，スポーツ

服」18）などがあげられている。

　政府は，こうした事態を十分考えて，繊維間において，よき自由競争を促進すると同

時に，繊維間の補完関係のための研究投資を促すような繊維経済政策をとってもらいた

いものである。

　（5）繊維産業の総合化

　現在，確かに天然繊維と人造繊維との間，天然繊維間，人造繊維間には競含関係，補

完関係はあるが，こうしたことにこだわらずに，天然繊維と人造繊維とを消蜘者の二一

ズに適合するように，適切な形で結食させていく方向を考えるべきである。それと同時

に，従来，　「我が国繊維産業は伝統的に工程分断的で複雑な生産流通構造を形成してき

たので，その弱点を極力是正し，利点を活かして，より効率的でシステム化された薩業

組織に改善することも，各部門にわたる高い技術と連携し，産業全体の総合力を発揮し

ていく」19）ことを実施していくことが今後課せられた方向であろう。

　繊維産業の歴史の最初を考えるとき，原材料生産→加工→染色→阪売一アフターサw

ビスというように，垂直的，横断的結合をもって繊維製晶は生産され販売されてきた。

繊維産業の経営合理化，より一一層自由な競合，協調のためには，このような繊維産業の

総合化を近代的な形で行なわなければ達成できない。

　このような繊維産業の総合化というような大きな業務の推進は，一部あるいは若干の

グループの企業あるいは産業のみによって完遂できるものではないことは誰しも理解で

きるであろう。そこで，政府は繊維経済政策の一一貫として，この繊維魔業の総合化の促

進を側面からバックアヅプすることが必要である。しかも，このことは繊維産業の国際

競争力をもたせることにつながるものである。

　天然繊維についての発展途上国の進歩には顕薯なるものがあり，わが国は安心もでき

ない状況といえる。さらには人造繊維についてすら発展途上国の研究とその実践には大

きな力がある。

　わが国は，これらの国と競合うのではなくて，協調の精神で共存共栄の方向をも考え，

相互に国際競争力をもつべきである。そのような意味においても，わが国の繊維産業の

総合化はぎわめて緊急事のことと考えられる。

　（6）国際間の協力体制

　最近の経済状勢を展望するとき，いまや一国のみの経済政策ではどうにもならない局

面がきわめて多い。繊維産業についてもその例外ではない。発展途上国，先進国および

わが国の繊維産業が原材料生産→加工一・染色→販売のすべての部門において．相互の研

究開発，情報伝達，輸出入の調整などを行なって国際協調力を高めていくならば，世界

18）　日本繊維協議会編r日本繊維産業史一総論編一』繊維年鑑刊行会，1958，p．242．

19）通商産業霜・繊維エ業審議会，産業構造審議会編『今後の繊維産業のあり方について一（中間

　とりまとめ）一」1983．p．　8L
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の繊維産業の発展を通して，わが園の繊維魔業も大いに成長し進歩していくことど杉え

られる。

　政府はこうした国際間の基本理念をうちたてて，園際脇力機関をつくゐよう’鰯kiへ要

請し繊維塵業の方向づけを提示していくことが銀ましい。1瑠際間の相瓦の信頼が試うれば，

十分このことは爽現されるものと儒ずる。

　以上，繊維競合の理論的i爽際ll白研究の結果から，その経済政策意味と’｝1丹畷）提嬬な試

みた。とくに提雷については，さらに具体的な政策を1示して，その強力な輿践癒政府1こ．

盟むべきであろうが，このことについては，他日の機会に譲りたい。・…般に爵噛われてい

るように，　「政策論に現突的意義をあたえるためには，われわれはいたずらに白紙の．L；

に最適経済組織の冑写輿をえがくので」はなくて，現実に存立してい署，経1’鞠1繊な対線に

しながら，それの機能効率を公共的見地から検剖・すゐとともに，いつそう敵欝奮加え．ゐ

ための方策をたずねるのでなければならない。」20）といわれているよウに，今罎繊維競r7

についての政策的意味を考察していくう丸においても，；xらに一・層規爽を分析して，よ

りよい政策的意味をひき出していかなければならぬと考え，この期薇な今観の観究1鵜窯

っものである。

20）熊谷尚夫『経済政策原理』岩波雷店，1964，p．11．
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Summary

The Theory of Economic Policy; The Inter-Fiber 

Competition and its Meanings of Economic Policy

Masaji MIYASAKA

（Received　September　10，1985）

　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　iIwestigate　the　present　conditions　alユd　the

analysis　of　causes　in　the　inter－fiber　competition　and　to　grasp　their　meanings　of

economic　policy．

　　　Genera11y　the　inter’fiber　competition　has　been　done　by　the　price，　quantity

and　qual量ty。　But　the　principle　of　the　inter－fiber　has　been　hot　studied　deeply，　The

author　will　study　the　principle　of　the　inter・fiber　by　using　the　methods　of　the

Iinear　programrning　and　the　others．

　　　Accordingly，　firstly　the　author　stated　the　theoretical　research　of　the　inter・飾e1’

competition　through　the　metllods　of　linear　programmlng．　The　author　calculated

the　problems　of　the　inter・fiber　competition　by　the　simplex　method　refer加g　the

book“An　lntrodttction　to　Liner　Programming”by　A．　Chames，　W，　W．　Cooper

and　A．　Henderson．　The　author　obtaind　the　results　that　the　ca正culation　of　three

elements，　price，　quantity　and　quality，　simultaneously　can　do　in　the　inter－fiiber

competit量Qn　and　the　Qptimal　program　can　make．

　　　Nextly，　the　authQr　observed　the　inter一飾er　competition　between　1974　and

1982irl　Japa践by　the　report　Qf　‘‘Annual　j～eport　on　the　Famil夕　Aplりarel　Ex・　　　　’

penditecre　Survey　in　1983．”The　analysis　was　considered　by　means　of　the　relative

ratio　between　the　natural　fiber　and　the　man・made舳er　in　the　main　clothing、

As　the　results　of　observation，　the　author　understood　the　grade　of　competition

between　the　natural　fibers　and　the　man－made　fibers　differs　by　the　character　of

the　clothing。

　　　Lastly，　the　national　textile　economy　was　adapted　to　inter・fiber　compe・

tition　through　the　lo119・run　viewpoint　of　national　tex七ile　productio且．　The

author　observed　the　meanillgs　of　economic　policy　of　the　competition　among

飾ers　in　tex七ile　consumptio且．　The　author　advised　the　policies　of　the　textile

industly　in　Japan・　basing　on　the　results　of　this　study，


